
平成24年度まち・住まい・交通の創蓄省エネルギー化モデル構築支援事業について
参 考

国土交通省では、震災・原発事故以降のエネルギー制約等の新たな課題を踏まえ、持続可能で活力ある国土・地域づくりに
向けて まち 住まい 交通の 体的な創蓄省エネルギ 化を推進するため 都市規模 地域特性等に応じたモデル構築を

事業の目的

向けて、まち・住まい・交通の一体的な創蓄省エネルギー化を推進するため、都市規模、地域特性等に応じたモデル構築を
図っていくこととしています。

まち・住まい・交通の創蓄省エネルギー化を総合的に推進するためには、地域の将来ビジョンの中でどのように位置づける
べきか、どのような効果を期待するのか、地域の関係主体の参画の下で議論される必要があります。

このため、地方公共団体、民間事業者等が、有識者、国土交通省関係部局等のサポートを活用しながら、将来ビジョンの明
確化、課題・目標の設定、実現方策の検討等を行い、構想の具体化を図っていただくことを目的として、本事業を実施するこ
とと致しました。

将来的にまち・住まい・交通の一体的な創蓄省エ
ネルギー化を目指す地方公共団体 民間事業者

事業のスキーム

国土交通省総合政策局
環境政策課

タスクフォース

ネルギー化を目指す地方公共団体、民間事業者
等の皆様から、幅広く企画提案（将来像、目標、取
組方針等）を募集。

応募いただいた企画提案のうち優れたものについ
は 有識者 国土交通省関係部局等により構成

環境政策課

有識者

※地域支援については国土交通
省関係部局等も参加

事務局・地域支援
業務委託

地域支援ユニット
ては、有識者、国土交通省関係部局等により構成
されるタスクフォースにより、現地調査、課題の抽
出、解決方策の検討、提案主体への助言等を行
い、構想の具体化を支援。

事務局（(株)日本総合研究所）

援
連携
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本事業の事務局業務全般については、国土交通
省より(株)日本総合研究所に委託を行い、実施・
運営。 採択団体 採択団体 採択団体 採択団体 採択団体

支援 支援 支援 支援 支援
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座長 村木 美貴 千葉大学大学院工学研究科建築 都市科学専攻准教授
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＜オブザーバー＞

国土交通省総合政策局官民連携政策課

国土交通省国土政策局広域地方政策課座長 村木 美貴 千葉大学大学院工学研究科建築・都市科学専攻准教授

委員 磐田 朋子 科学技術振興機構低炭素社会戦略センター研究員

国土交通省国土政策局広域地方政策課

国土交通省都市局都市政策課、都市計画課 等

国土交通省水管理・国土保全局下水道部下水道

企画課 等

加藤 信次 エコロジー・モビリティ財団交通環境対策部長

加藤 博和 名古屋大学大学院環境学研究科准教授

国土交通省住宅局住宅政策課 等

国土交通省自動車局環境政策課

国土交通省港湾局海洋・環境課

＜事務局＞
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デ 構想 策定経緯 ジ

＜事務局＞

国土交通省総合政策局環境政策課

(株)日本総合研究所

モデル構想の策定経緯・スケジュール

平成24年12月 企画提案の公募

平成25年1月中旬 企画提案の審査 「モデル地域」の選定平成25年1月中旬 企画提案の審査、「モデル地域」の選定

平成25年1月下旬～3月中旬
タスクフォースによる現地調査、課題抽出、解決方策の検討、提案主体への助言等
構想の具体化支援
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平成25年3月29日 「モデル構想」の公表

平成25年4月26日 ワークショップの開催


